
町自連は、市内の町会。自治会

等を代表する組織として、行政

機関や関係諸団体へ「市民の

声」を届けるとともに、情報を

町会等を通じて市民の皆様に

提供しています。

発行 り 王ヽ子市町会自治会連合会 発行責任者 :秋 間利久 町会自治会数 :21地 区346団体 発行部数 1125,000部  〒193‐0832八王子市散田町2‐ 37‐ 1教 育センター内 TEL&FAX 042‐ 673‐ 4680

市
民
の
「平
和
の
象
徴
」

富
士
森
公
園
を
臨
む
ま
ち
:]][季

195ι壬な7

※詳細は町自連のサイトを
ご覧ください

今
回
は
、
南
部
地
区
で
す
。

富
士
森
公
園
を
中
心
に
東
西
南
北
に
広
が
る
エ
リ
ア

で
、

１１
の
町
会
か
ら
な

っ
て
い
ま
す

（Ｐ
４
の
マ
ッ

プ
参
照
）
。
こ
の
地
域
の
皆
さ
ん
の
心
の
ふ
る
さ
と
は

や
は
り

「富
士
森
公
園
」
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

富
士
森
公
園
は
、
花
火
大
会
、
高
校
野
球
や
お
花
見

な
ど
、
明
る
い
話
題
に
満
ち
て
い
ま
す
が
、
実
は
、

常
に

「戦
争
」
と
関
わ

っ
て
き
た
場
所
で
し
た
。
そ

れ
を
省
み
る

「
平
和
の
像
」
が
富
士
森
公
園
の
高
台

に
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
こ
の
像
を
ご
自
分

の
目
で
見
て
平
和
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

台
座

の
言
葉

入
工
子
市
は
先
の
第

二
次
世
界
大
戦
に
お

い

て
大
き
な
戦
禍
を
被
り
多
く
の
尊

い
人
命
が

犠
牲
に
な
り
ま
し
た
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

こ
の
よ
う
な
戦
争
に
よ
る
悲
惨
な
生
活
は
再

び
繰
り
返
し
て
は
な
り
ま
せ
ん

よ
っ
て
非
核
平
わ
都
市
宦
言
十
周
年
に
あ
た
り

世
界
の
恒
久
平
和
を
願
う
市
民
の
平
和
の
象

徴
と
し
て
こ
こ
に
平
和
の
像
を
建
立
し
ま
す

平
成
二
年

一
月

八
工
子
市

ご きん じょ

向こう三軒両隣・互近助づきあい八王子

∬I「

``

醐



地
獄
と
平
和
を
見
て
き
た
公
園

富
士
塚
か
ら
富
士
森

ヘ

今
で
は
富
士
森
公
園
の

一
部
に

な

っ
て
い
る
浅
間
神
社
は
、
江

戸
時
代
初
め
に
八
王
子
市
の
ま

ち
づ
く
り
を
し
た
大
久
保
長
安

が
建
て
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
さ
約
６
ｍ
の
塚
を
築
き
、
静

岡
県
の
本
宮
浅
間
神
社
を
分
社

し
た
そ
う
で
す
。
こ
の
塚
の
あ

た
り
で
美
し
い
富
士
山
を
眺
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
富
士
塚
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ

が
富
士
森
公
園
の
名
前
に
な

っ

た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す

（諸

説
あ
り
）
。

数
々
の
戦
争
を

こ
こ
が
公
園
と
し
て
整
備
さ

れ
た
の
は
、
１
８
９
６
年

（
明

治
２９
年
）
で
す
。
そ
の
成
立
時

か
ら
西
南
戦
争

。
日
清
戦
争
戦

没
軍
人

・
兵
士
の
碑
ほ
か
、
戦

争
で
亡
く
な
っ
た
方
を
偲
ぶ
碑

を
建
て
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
１
９
０
６
年
に

は
日
露
戦
争
戦
死
者
の
碑
が
建

て
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
富

士
森
公
園
は
１０
年
か
ら
１５
年
ご

と
に
起
こ
る
戦
争
戦
死
者
を
慰

霊
す
る

「招
魂
社
」
で
し
た
。

そ
の
招
魂
社
は
第
二
次
世
界

大
戦

の
八
王
子
大
空
襲

で
は
、

人
々
が
逃
げ
惑
う

「地
獄
」
に

な
り
ま
し
た
。
１
９
６
５
年

に

は
、
高
さ
２０
ｍ
の

「
八
王
子
市

慰
霊
塔
」
が
建
て
ら
れ
、
西
南

戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
ま
で
の

３
２
４
８
名
の
氏
名
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す

平
和
の
公
園
に

１
９
４
６
年
、

八
王
子
空
襲

で
焼
け
出
さ
れ
た
八
王
子
市
立

高
等
女
子
校
が
現
在
の
フ
ツ
ト

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
あ
た
り
に
移
転

し
て
き
ま
す
。
１
９
５
０
年
に

富
士
森
高
校
と
改
名
さ
れ
、
そ

の
後
、
長
房
町
に
移
転
し
ま
す

が
、
現
在
も
続
く
校
名
は
も
ち

ろ
ん
、

こ
の
公
園
か
ら
き
た
も

の
で
す
。

最
近
で
は
、
２
０
１
７
年
の

「全

国
都
市
緑
化
は
ち
お
う
じ
フ
エ

ア
」
の
際
に
メ
イ
ン
会
場
に
な

り
ま
し
た
。
大
規
模
に
り
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
た
の
は
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
す
。
２
０
２
１
年

に
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
の

聖
火
リ
レ
ー
点
火
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
３
年

７
月
末

に

は
、

４
年
ぶ
り
の
花
火
大
会
が
行
わ

れ
、
お
よ
そ
９
万
人
の
方
々
が

ご
覧
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ

禍
が
あ
け
、
花
火
を
見
な
が
ら
、

皆
で
今
の
平
和
を
楽
し
ん
だ
と

い
え
る
で
し
よ
う
。
南
部
地
区

の
方
々
の
、
八
王
子
市
の
幸
福

の
象
徴
で
あ
る
富
士
森
公
園
を
、

こ
れ
か
ら
も
市
民
皆
で
大
切
に

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

【参
考
文
献
】‥
‘^ヽ
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と
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０
０
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年
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舎
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２
．
『
は
ち
と
ぴ
　
ｍ
５‐
ス
２
０
２
２
年

５
月
）

３
．
『郷
土
資
料
館
だ
よ
り
』
Ｍ
８３
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０

０
８
年
７
月
）

戦没者の魂を祈る「招魂社」と呼ばれたあたり(明治40年ごろ)

八王子市郷土資料館所蔵

「富士森」の名前の由来となつた浅間神社

だ糖ごitモ∬鳶芦 ||‐)Rl10.10

社会保険労務士法人
RIMONO Work… Life Design

八王子市明神田」3-26-10(3F)
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生産者直売所なごみ副翼鼎謁認疑
八王子山田駅前店

格安で販売し
“
晴す。

東京都八王子市緑町 611‐3

TEL 042・ 686・0991

オ
ギ
ャ
ー
と
生
ま
れ
て

“ら
、
さ
よ
う
な
ら
ま
で

構
里
円

園

芸

　
八
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市
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町
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２
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０
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５
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〒193‐0932八王子市緑町46-1
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に
ぎ
や
か
だ
っ
た
十
日
市
場

卍

磨
卿
宇
基
本
皇

今
回
の
エ
リ
ア
の

一
部
、

万
町

一
丁
目
と
万
町
二
丁
目

に
挟
ま
れ
て
い
る
国
道
１６
号

線
に
面
し
た
地
域
は
そ
の

昔
、
十
日
市
場
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
い
つ
頃
か
ら
市

場
の
形
が
で
き
た
の
か
は
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お

そ
ら
く
八
王
子
宿
が
安
定
し

た

正

保

の
頃

（１
６
４
４

年
頃
）
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
繁
栄
は
昭
和
ま
で
続
き
、

上
記
の

「昭
和
五
年
の
横
浜

街
道
沿
い
商
店
」
マ
ッ
プ
を

見
ま
す
と
、
昭
和
五
年
で

４２
軒
の
商
売
家
が
並
ん
で

い
ま
し
た
。
菓
子
屋
、
製

麺
業
、
酒
屋
、
豆
腐
屋
、

米
屋
、
魚
屋
、
佃
煮
屋
な

ど
の
食
品
製
造
販
売
が
１３

軒
。
染
物
屋
、
鍛
冶
屋
、

千
歯
扱
き
屋

（脱
穀
道
具

屋
）
、
棒

屋
、
経
師

屋
、

建
具
屋
、
欅
屋
、
目
立
て

屋
、
桶
屋
、
下
駄
屋
、
天

幕
屋
、
布
団
屋
な
ど
の
職

人
関
係
が

１５
軒
。
立
場
、

宿
屋
が
四
軒
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
立
場
と
は
、
街
道

で

「か
ご
か
き
」
た
ち
が

休
息
す
る
店
。
現
代
の
ド

ラ
イ
ブ

。
イ
ン
の
よ
う
な

も
の
で
す
。

【参
考
文
献
】

地
域
史

「萬
歴
」
―
万
町
二
丁
目
の
音

と
〈
ス
平
成
元
年
万
町
二
丁
目
町
会
発
３

茎elJ業 60年多

京土地建物 l■l

東京都知事 (16)第 2838号

〒192-0085東 京都八王子市中町1-12,

TEL042‐ 644‐0811

昭和15年 ごろの祭礼風景 (三小近く)昭和元年ごろの横浜街道沿いのお菓子屋さん稲毛屋の風景

《》
学校法人矢野学園

八王子実践高等学校
八 王 子 実 践 中学 校
八 王 子 実 践 幼 稚 園

患者様無料送迎
シャトルバスあり

院長/清 り|1重 人

診療科目/内科・消化器内科・内視鏡内科・循環器内科・リウマチ科・小児科

(リ ウマチ・膠原病・喘息専門外来 。人間ドック有り)

●診療時間 月～水金900～ 12:30/15:00～ 19:00 木900～ 12100/1400～ 17100

±9:00～ 12100

●体 診 日…土曜午後・日曜祝祭日

ノ旺子市台町2」 4‐208621‐ 0300 htpプ/www ttj moH sms grip/

北条流鏑馬

八王子城馬上弓くらべ大会

●場 所 高尾の森わくわくビレッジ

●日 時 令和5年 10月 28日 〔土〕。29日 〔日〕

午前10日寺～午後16時

●問合せ先 ノヽ王子馬上弓武道推進委員会

事務局長 石本久雄(090‐ 1859‐ 4589)

シ
ョ
ー
ル
‥
ム
あ
り
ま
す

熙

『タ
タ
ミ
・襖
ｏ障
子
』
は

『タ
タ
ミ
の
あ
な
み
ず
』
へ

八
王
子
市
片
倉
町
４
４
０
１
６

困
０
４
２
‐６
３
７
‐３
４
５
９

〒193‐0931八王子市台町 1‐6-15

TEL042‐ 622‐0654
http:〃www.hachioj卜 jissen.ac.jp/

富 士 森 内科 ク リニック
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八二子彙部
〒193‐ 0931ノ ヨヽ三詈■1,巻〕町2‐ 11‐ 26

TEL042‐624‐4632
FAX042‐624‐4691

あなたの会社のPRを
「町自連だより」で

しませんか?

詳しくは町自連へお電話ください。

■L042-673-4680

撃後藤電気商会
_敦譴鋼田服製聾気設備_

f自 治連だよりを見たJと

お伝えください。
直営斎場使用料

30%割ヨ|となります。
※ユ助会、他のセットプランとの併用は
できません。おF.l合 せ下さし略

■八王子総合ホール ■八王子北ロファミリーホール色八王子南□総合ホール

覇陽041日3140
電釜蜂嵩鸞膚昇聟肥 万

ホJレ
のリコ・コイコ

80120-001-454
八王子市追分町6‐91F

部地区 さ ん

〒192-0902八王子市上野町38… 6

■L042‐ 622‐4408

家 族 葬

少人

鵠 簿
鴨

住まいのリフォーム

介護用住宅改修のことなら

虚́ 株式会社ReLIFE

造
り
た
て
の
う
ま
い
麺
製
造
直
売
し
て
い
ま
す



7月 14日 0「地域交通事業のサポー ト」、「管理不

全空き家への取り組み」と「地域づくりの進め方」

をテーマに、市長と意見交換を行いました。

市長から、積極的に「地域交通事業」を展開し、

引き続き地域の主体的な取り組みをサポー トして

いくこと、「管理不全空き家」には助言・指導を行

うとともに、関係法令に基づき適切に対応してい

くこと、また、「地域づくり」では全37中学校区

への地域づくり推進会議設置に向けて、地域の実

情や二一ズを丁寧に把握しながら着実に進めてい

きたいなど、町自連からの提案に対し前向きな説

明がありました。   ,

7月 8日 ω八王子ホテルニューグランドにおいて、

約90名の参カロをいただき開催しました。研修会は、

地方自治法の一部改正に伴う認可地縁団体の書面

表決等町会自治会の運営や市からの支援等「運営

八ンドブック2023」 を中心に説明を行いました。

また、(公財)東京都つながり創生財団が町会・自

治会活動を応援する取り組みを説明し、終了後に

個別の町会の相談に応じる等有意義な研修会とな

りました。

「運営八ンドブック2023」 は、町自連のホームペー

ジに掲載をしておりますので、町会自治会の活動

でこ活用ください。

M HPア ドレス httpsI〃 choiiren・ hachioii.ip/

10月 ]]日 17Klし ちヽようホールにおいて、「安心で快適な生活、暮らしに向けた健康づくり」をテーマに、落語家桂

文ぶん師匠による講話と共に二胡奏者李英姿氏による演奏、介護予防運動指導員立道聡子氏・片山美奈子氏によ

る健康体操の指導があり、参加された皆様からは、楽しく健康的な研修会であつたとの声をいただきました。

淋器よ

くらしの友冠婚葬祭互助会システム

月々 13000円 ～加入できます

ご葬儀のスタイルは、時代と共に

変わつていきます。

家族葬、1日葬、音楽葬など

多様なご要望にお応えします。

くらtの友八王子営業所
八王子市北野町 53.8-21八 王子北野セレモニーホーム2F

TEL042-645-5730

子総合斎場

9月 南大沢 ]0月 八王子と続いてきた古本まつりも

]1月 の南大沢を残すだけとなりました。第8回南

大沢古本まつりは1]月 16日 Qから22日 ③まで。

(南大沢古本まつりではチャリティ古本の寄付は受

け付けておりません)

■主催 八王子古本まつり実行員

清水 TEL090‐3875日3484

市長と町自連三役との定例懇談会

町自連研修会の開催について

電
Ｊ

『
　

∫島
八王子吉本まつり
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願日時 令和5年 11月 28日 ω

午後 1時～午後4時まで

麗会場 八王子ホテルニューグラン ド

懸定員 30名 (先着順)

申込は電話で町自連事務局へ

TEL042‐ 673‐4680

12回 目の開催となる今年も北条甲冑武

者隊と友好都市北条武者隊による演武

とパレー ド、太鼓演奏などのライブイ

ベン ト、八王子城跡ガイダンス施設内

にて展示物紹介、模擬店の出店などお

楽 しみが盛りだくさんです。たまには

八王子の歴史に触れてみるのも良いか

もしれません。お誘い合わせのうえお

出7Dhけ ください。

カ

ス
タ

マ
ー
サ
ク
セ
ス
を
目
指
す

―
―

「松
本
先
生
は
本
当
に
話
を
聞
い
て

く
れ
て
優
し
く
て
好
き
」
と
評
判
で
す
。

松
本
　
本
当
で
す
か
？
　

心ヽ
が
け
て
い
る

の
は
、
「常
に
患
者
さ
ん
の
背
景
を
思
う
」

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
医
師
に
な
っ
て
か

ら
ず

っ
と
、
私
は
患
者
さ
ん
に
常
に
興
味

が
あ
っ
て
。
初
診
の
方
で
も
、
ど
ん
な
仕

事
を
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
、
ど
う
し
て
う

ち
の
病
院
に
来
た
ん
だ
ろ
う
？
い
ろ
い
ろ

考
え
ま
す
。

そ
し
て
診
察
が
終
わ
っ
て
か
ら
は
さ

っ

き
の
患
者
さ
ん
は
熱
が
下
が
っ
た
か
な
あ
、

眠
れ
た
か
な
あ
な
ど
と
考
え
て
い
る
ん
で

す
。
そ
う
い
う
こ
と
を

『カ
ス
タ
マ
ー
サ

ク
セ
ス
』
と
い
う
の
だ
と
後
か
ら
知
り
ま

し
た
。

―
―
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ク
セ
ス
？

松
本
　
病
気
の
治
療
は
も
ち
ろ
ん
な
の
で

す
が

「ど
う
し
た
い
の
か
」
、
「ど
う
な
り

た
い
の
か
」
を
実
現
で
き
れ
ば
い
い
な
あ

と
考
え
て
い
ま
す
。
「
明
後
日
か
ら
の
出

張
は
休
め
な
い
」
＼
「週
末
の
旅
行
は
絶
対

行
き
た
い
」
そ
ん
な
希
望
を
叶
え
る
診
療

が
で
き
た
ら
、
と
思
い
ま
す
。

―
―
そ
こ
ま
で
考
え
る
ん
で
す
ね
…
…
。

松
本
　

みヽ
え
、
症
状
が
和
ら
ぐ
こ
と
も
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
「旅
行
に
行

っ
て
き
ま

し
た
」
と
連
絡
を
い
た
だ
く
こ
と
が
、
医

師
と
し
て
至
上
の
喜
び
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
も
う

一
つ
、
私
の
辞
書
か
ら

「め
、

ん
ど
く
さ
い
」
と
い
う
言
葉
を

『削
除
』

し
ま
し
た
。
若
い
時
し
く
じ

っ
た
経
験
か

ら
、
「
め
ん
ど
く
さ
い
な
ぁ
」
と
ち
よ

っ

と
で
も
感
じ
た
時
は
、　
一
呼
吸
お
い
て
か

ら

「喜
ん
で
」
診
察
さ
せ
て
い
た
だ
く
、

と
い
う
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
書
類

は
、
万
年
筆
を
使
い
、
ゆ

っ
く
り
丁
寧
に

圭
７

よヽ

つ
に
し
て
い
ま
す
。
（工ヽ

／
佐
藤
紀
子
）

松本先生は、東大理 1の数学専攻だったのを
中退、東北大学医学部に入りなおしたという

艶
”
八
王
子
消
化
器
病
院

八
王

子
市
健

康
診
査

⌒
健
康

診
断

）
に

つ
い
て

本
年
度
の
八
王
子
市
健
康
診
査

が
６
月
に
開
始
さ
れ
て
か
ら
早
や

ｌ
ヶ
月
が
経
過

い
た
し
ま
し
た

が
、
皆
様
は
受
診
さ
れ
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
毎
年
受
け
て

い
た
健
診
を
こ
の
数
年
、
延
期

・

中
止
さ
れ
て
い
る
方
が

い
ら

っ

し
ゃ
る
よ
う
で
す
が
、
健
康
の
維

持

。
向
上
に
は
定
期
的
な
健
診
と

適
切
な
受
診
が
重
要
で
す
。
特

に
、
が
ん
の
場
合
は
早
期
で
は
無

症
状

で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
発

見

・
治
療
の
遅
れ
に
繋
が
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
施
期

間
中
に
指
定
医
療
機
関
で
受
診
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【当
院
で
受
託
し
て
い
る
健
診
】

０
特
定
健
康
診
査
等

内
臓
脂
肪
の
蓄
積
に
よ
る
生
活

習
慣
病

（高
血
圧
症
、
糖
尿
病

等
）
を
早
期
発
見
す
る
た
め
の

検
査
で
す
。

０

胃
が
ん
内
視
鏡
検
診

胃
が
ん
を
早
期
発
見

。
診
断
す

る
た
め
の
検
査
で
す
。
尚
、
当

院
で
は
病
気
を
発
見
後
の
治
療

も
受
け
ら
れ
ま
す
。

０

大
腸
が
ん
検
診

大
腸
が
ん
を
早
期
発
見

・
診
断

す
る
た
め
の
検
査
で
す
。
結
果

が
陽
性
で
あ
っ
た
場
合
、
精
密

検
査

（大
腸
内
視
鏡
検
査
等

¨

保
険
診
療
）
を
行
い
ま
す
。

０

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

症
状
が
現
れ
に
く
い
ウ
イ
ル
ス

性
肝
炎
を
早
期
発
見
し
治
療
に

繋
げ
る
た
め
の
検
査
で
す
。

【受
診
期
限
】

令
和
６
年
１
月
３‐
日

（水
）

８
０
４
２
１
６
２
６
１
５
１
１
１

ぬ
れ
た
タ
イ
ル
の
床
で
じ
ヤ
ッ
と
す
る
こ
と
無
く
せ
ま
す
！

雉

滑
り
止
め
の
フ
ル
ヤ

０
０
９
０
１４
９
５
１
１８
３
１
４

第 12回八王子北乗氏照まつり

A
―

い

た
い

先
生

【
新
連
載
】

葛

医療法人社団清仙会

Fal本クリニック
内科全般ですが、「どの科にいつた

らわからない」「この薬でいいのか

な?」 といつたご相談もお受けします。

彫獲静 無休で魂 診察時間はお問い

合わせください

囲 ぉ齢満夢
ロマクドカレド

ドリーミーホール西八王子

゛́  八王子市
ヽ  千人町1‐ lⅢ7

ご1.」轟調町甲制
徒歩8分

b‖、1贄薪14
京王線「長沼」駅より

徒歩5分

お葬式はドリー三―鯉 量3覇 画面0120-29-7511

０́
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By Kimie Kato

あ
な
た
は
前
号
の

「心
づ
も

り
」
の
表
に
書
き
込
ん
で
み
ま

し
た
か
？
　
Ａ
Ｃ
Ｐ
を
考
え
る

上
に
大
事
な
こ
と
な
の
で
、
今

回
も
文
末
に
設
問
を
記
し
て
お

き
ま
す
。
あ
な
た
の
気
持
ち
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

と
こ
ろ
で
ア
ド
バ
ン
ス
ケ
ア

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
別
名
人
生
会

議
。
こ
れ
は
、
超
高
齢
社
会
、

多
死
社
会
の
昨
今
、
「自
分
の

人
生
の
終
わ
り
方
を
自
分
で
考

え
」
そ
れ
を
、
家
族
や
医
療
ス

タ
ツ
フ
と
共
有
し
て
お
こ
う
と

い
う
動
き
で
す
。
Ａ
Ｃ
Ｐ
は
、

一
般
に
後
期
高
齢
者
や
重
い
病

気
に
な
っ
て
か
ら
始
め
る
…
…

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
若
い

人
で
も
癌
に
な

っ
た
り
す
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
意
識
し
た

時
に

一
回
、
以
下
の
設
間
に
関

し
て
考
え
、
ま
ず
、
自
分
で
考

え
る
、
そ
の
後
、
家
族
で
話
し

て
み
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
「
人
生
の
最

終
段
階
に
医
療
や
ケ
ア
を

ど
う
受
け
た

い
か
」
と

い

う
調
査
は
約
３０
年
前
か
ら

国
に
よ
り
行
わ
れ
て
お
り
、

し
か
も
リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
、

Ａ
⊂
Ｐ
、
人
生
会
議
、
事

前
指
示
書
と
様
々
な

ワ
ー

ド
が
登
場
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、

正
直
、
あ

ま
り
普
及
し
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
関
し

Ａ
Ｃ
Ｐ
そ
の
②

人
生
の
最
期
は
自
分
で
決
め
る
。

※
Ａ
Ｃ
Ｐ
＝
ア
ド
バ
ン
ス
ケ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
＝
別
名
人
生
会
議
。
自
分
が
い
か
に
人
生
最

後
の
時
を
迎
え
た
い
か
、
元
気
な
う
ち
に
周
り
と
話
し
て
共
有
し
て
お
く
と
い
う
こ
と
。

て
話
し
合
う
こ
と
が
本
人
や
家

族
に
と
っ
て
つ
ら
い
も
の
に
な

る
、
ま
た
医
師
と
の
関
係
性
が

で
き
て
い
な
い
と
価
値
観
の
押

し
付
け
に
な
る
可
能
性
も
あ
る

か
ら
で
す
。
ま
た
、
日
本
で
は

「
死
が
禁
忌
」
と
い
う
概
念
も

ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
「ど
う
い
う
治
療
を
受
け

た
い
か
」
フ
」
れ
だ
け
は
や

っ

て
ほ
し
く
な
い
」
と
い
う
希
望

を
医
療
者
に
伝
え
て
お
く
こ
と

は
、
最
後
ま
で
自
分
ら
し
く
生

き
る
た
め
に
も
大
切
で
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
「
話
し
や
す
い

か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
や

医
療
関
係
者
」
を
持

っ
て
お
く

こ
と
は
大
事

で
し
ょ
う
。
ま

た
、
「私
は
人
生
最
後
の
過
ご

し
か
た
ま
で
選
択
し
な
い
」
と

い
う
選
択
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま

り
す
べ
て
は
、
あ
な
た
の
考
え

方
次
第
な
の
で
す
。

（取
材
／
氷
川
季
衣
）

いま、
伝えた

●
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

０
自
分
の
生
き
方
↑
い
情
）、

０
病
気
に
な
っ
た
時
に
望

む
医
療
や
ケ
ア
、
望
ま

な
い
医
療
や
ケ
ア

０
自
分
で
意
思
表
示
が
で
き

な
い
と
き
に
望
む
治
療

０
自
分
の
代
わ
り
に
判
断

し
て
ほ
し
い
人
、

０
こ
れ
だ
け
は
嫌
な
こ
と

０
最
期
ま
で
暮
し
て
い
た

い
場
所

介護のお仕事は やりがいや
魅力がいつぱいです !

永生病院、みなみ野病院
では、就職説明会を定期
的に実施しています。
皆さまのご参加をお待ち
しております。

・永生病院
・南多摩病院
0みなみ野病院

永生会のリクルー トページはこちら !

翻
医療法人社回永生:会 ″

Ｆ

Ｉ

卜

Ｌ

介
護
タ
ク
シ
ー
の
こ
用
命
は

介
護
タ
ク
、シ
ー
つ
ざ
き

な
０
９
０
‥
４
１
３
５
‥
３
３
７
１

古同
尾
駅
前

夜
間
対
応
可

以
下
を
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い

就職説明会
見学会
実施中 !
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高尾霊園の譲渡会 ‖
■
■
■□
秋の花粉症 繊

〓

高尾霊園では毎月第4土曜日、犬猫の譲渡

会を行つています。今春から、場所も室内

に変わり、ゆつくりとこ覧いただけるよう

にな りました。詳 しくは右の QRコー ド

から担当保護団体サイ トをこ覧ください。

高尾はペ ットの聖地です

固調 岸田功典 院長
(医療法人きしだ会理事長)

花粉症は春だけだと思つている方はいませんか? 今は秋

の花粉症シーズン真つ盛りで、ブタクサ、∃モギの花粉が多

く飛散しています。花粉症には抗アレルギー薬の内服が非常

に有効です。抗アレルギー薬は、飲むと眠くなる印象をお持

ちの方もいると思いますが、今は眠気などの副作用が非常に

少ない新たな薬も開発され、運転も大丈夫なものも増えてき

ております。また、アトピー性皮膚炎の治療も新たな局画を

迎えております。注射や内服で大幅に改善する薬も開発さ

れ、非ステロイ ド性で効果の高い塗り薬も開発されました。

まずは注射や内服、ステロイ ド外用でつらい症状を改善し、

落ち着いてきたら非ステロイド性の薬を外用するといづのが

理想形となつております。注射や内月展はかなり高額となりま

すが、国の高額医療費制度を活用する事も出来ます。

八王子市初沢町1231… 5高尾メディカルビル 3階

E轟狂動火曜・祝祭日 m042・ 66900012

高 乗 寺 ・

犬 猫

一目同
墓 地

な042‐661‐6853
動物が旅立つたら、まずはお電話ください

一印
本

野
薦
饉
堕

容
０
４
２
１
６
６
３
１
２
２
２
２

詳細はこちら↓

″″″′/////〃″〃〃〃高尾駅南□徒歩2分 ′″″″″″////″
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低保証

八王子T
。日 聯 而 。そ の ほ か 1斤隣 地 区 キ1無料 出 弓馬 l′ ま す

蠅FL】 垣 F 一彊

01,1018“,IttD21218
疎護ラ気者F/AN多:褻誕ヨ

`会

,籍 308762121566=号

突然やってきた業者を屋根にのば

らせたらダメです!壊されている

例もあります。屋根の点検はまずは

ドローンがお勧めです。

麗瀾bワ鸞T欄
〒192中0911八王子市打越町2113-13

‐ 000‐4001‐8014
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Ｊど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
。
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